
研究題目：「教師が見出す美術の方法論と教育
内容・指導・評価をつなぐプログラムの構築」
（基盤研究（C））

図画工作・美術科授業づくりの方法を明らかにするため
に行っている研究です。
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受賞：第22回『美術教育学』賞 奨励賞
美術科教育学会（2025年）

※論文：小口あや「教師の美術体験に根ざした
美術科授業づくり方法論－教育内容の形成と変
容ー」『美術教育学』第45巻,美術科教育学
会,2024年,pp.137‐153.

書籍（共著）：小口あや,片口直樹「美術教師
としての意識の萌芽ー教科教育授業における画
家としての強化専門教員およびその絵画作品と
の関わりー」『美術教育の理論と実践』第2巻,
学術研究出版,2022年,pp.129‐144.

図画工作・美術科授業づくりに関する
研究での論文受賞・書籍

モマさん図画工作・美術科教材開発
プロジェクト

「モマさん図画工作・美術科教材開発
プロジェクト」は、図画工作・美術科
教材を開発・発信する当研究室のプロ
ジェクトです。「モマさん」は、開発
した教材やその指導について伝えるパ
ンフレットや動画等に登場するキャラ
クターです。
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モマさん

図画工作・美術科の学び、学びについ
て考えること、実際に指導すること、
全てがとても意義深く楽しいものです。
このプロジェクトを通して、モマさん
と共に図画工作・美術科の価値につい
ても伝えられたらと考えています。
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